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(伊）デ□ンギ社製オイル密閉式ラジェター型ヒーター 
型式番号 


DO 91549 EFS 


取扱説明書 


この度は、デ□ンギヒーター 
をお買い上げいたださまして、 
誠にありびとうございました。 
お巧めの製品を正しく安全に 
使用していただくため、ご使 
用の前に、必ずこの取扱説明書 
を 最後まで お読みください。 
また、お読みの後は、保証書と 
共に大切に保管してください。 


► 9 枚フィン： X 字型 
► 1500 W 

► 24時間電子タイマー (3 モード)付 

► き全プラグ付(温度過昇防止装置內蔵） 
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巧りたたみ式キャスターの開き方 


巧りたたみ式キャスターを開く手順 

①ヒーターの底部を上にしての向けに 
します。 

⑤キャスター往輪4個）全てを、しつ 
かりと 外側に開きます。 

③ ヒーターを ゆっくりと起こします。 
爲了） 


しっかりと外側に開く 


キャスター（車輪4個) 

(たにまれた状態) 

コード•ホルダ 


























































































. まを上のご注意 各注意事項を、必ずお守りください。 


1. ご使用の前に、必ずこの「を全上のごま意」を 最後まで お読みください。 

2. ここに示したま意事項は、製品を正しく安全にお使いいたださ、あなたや他の人々への損害を未 
然に防止するちのです。 

3. ミ主意事項は、誤った取り扱いで生じることび想定される内容を、その危害や損害および切迫の度 
合いにより、「危険」「警告」「注意」の3つに分け、明示しています。 


f 

A 筒埃 

A 奋た>1- 
/へ言口 

、 

A 注意 

この表示の欄は、「死 t または重傷な 

この表示の欄は、「死 t または重傷 

この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性 

どを負うを険び切迫して想定される」 

などを負う可能性び想定される」内容 

または物的損害のみび発生ずる可能性 

内容でず。 

、 

でず。 

が想定される」内容でず。 

ノ 


4.各注意事項には、「禁止」または「強制」を促す絵表示び付いています。 


この絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 

この給表示は、おず実行していただく「強制」内容です。 

り:禁止 （^: mmm ± ^ : かめれ禁止 

分解禁止磯):めれ手禁止0: 

、 

〇:指示を守る 
运：電源プラグを巧く 

ノ 


A を険 





A 警告 


N 

【電源/コンセントにつし、て】 



•電源は交流10 0 V (50/60HZ ) で「1己 A 

♦コンセントは本製品だけ（単独）で使用する A 

125VJ と記されている麵のコンセントに 

] ンセントの差込み□び2コある輪は片方の差込み□を使用 ，• 

直接差し込む 



しないで < ださい。 



他の機器と併巧すると、発熱による火災の原因になりまず。 
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• 取付けの悪いコンセントは絶巧に使わない 

取付けの悪い（ガタツキのある）コンセントや差込み □ (刃受) 
のゆるいコンセントは、絶対に使用しないでください。感電や 
発熱の恐れびあります。 


A 警告 

博源/コンセントにつし、て】 
0 


• 延長コードやテーブルタップ、ソケットなど 

は絶対に使わない 

コンセントや電源プラグ/電源コードび異常発熱し、発火ずる 
恐れびあります。 


0 




博源プラグ/電源コードにつし、て】 


• 電源プラグ/電源コードが異常発熱してい 
る場合は、電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントか日巧く 

ヒーターの運転中に、電源プラグ/電源コードび異常に熱くなる場 
合は、直ちに電力切替えスイッチで電源を切り （= 運転中止）、 
おホめの販売店または弊社サービスセンター （ 1巳ページ参照） 


€ 


•変お 


破損している電源プラグ/電源コードは 
跑巧に使わない 

感電やショート、発义する恐れびあります。 

必ず、お求めの販売店または弊社サービス 
センター （1 已ページ参照）に、交換を 
依頼してください。 


0 




• めれた手で電源プラグを抜さ差ししない 

感電する恐れびあります。 


•電源プラグ/電源コードを破損ずるよラな 
ことはしない 

電源プラグ/電源コードは、大切に扱って<ださい。無理に曲げ 
たり、物を載せたり、束ねたり、傷をつけないでください。傷ん 
だまま使用すると、感電やショート、発火などの原因になります。 


0 






•電源プラグは、 根元まで しっかりと差し込む 

不完全な接続は、感電や発熱による火災の原因になりまず。 


〇 


• 動作中に電源プラグを抜を差ししない 

ヒーターの運乾中に、電源プラグの掠を差しをしないで < ださい。 
感電-乂がの原因になります。 

•運転の際は、電源コードをコード•ホルダーか!5解 
き、余ってち 束ねない 

熱の逃げ攝び無くなって高温になり、発火する恐れびあります。 


0 

0 





• 電源プラグやコンセントにイづ着しているホコリ 

をゴミは、定期的に取り除く 

ホコ U やゴミび湿気を帯びると、ショートや漏電、発火などの原因 
になります。 


〇 
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A 警告 

【設置場所について】 


参テーブルや机の下で使わない 

ヒーターの上部は 燃え易いわのから 約] m 政上の距離を取ってください。 

ヒーターの上部をふさぐと、空気の対琉びできず高湿となり、火災やヤケド、故障などの原因に 
なりまず。また、ヒーターの熱で電源コード/電源プラグやコンセントび変形•変質し、出火す 
る恐れびあります。 



0 


【使用中/使用樹こつし、て】 


•逆さまや横倒し、立てかけて使わない 

乂災や故障などの恐れびあり、危険です。 


0 



• スプレー宙などを本体の近くに置かない fx ) 

スプレー生び破裂し、火災の原因になります。 一 


•本製品を分解したり、改造をしない 

故障や発乂の恐れびあります。ヒーター内部には難燃性のオイル 
び充てんされています。修理び必要な場合は、必ず、お巧めの販 
売店または弊社 サービス 




センター （16 ページ参照） 
までご連絡ください。 


卵 




もな 


•お子様だけでは使わせない。幼児の手の届く 
ところで使わない 

ヤケド•感電-ケガの原因になります。 


0 


•猫や犬など、ペットの暖房に使わない 

ぺットび本体や電源プラグ/電源コードなどを傷め、発火や故障 
の原因になります。 


0 



• カーテンなど燃え易いものの近<で使用しない 

カーテンなどび本体を覆ってしまラと、過熱により火災の恐れが 
あ0ます。 


• 本体をふとんなどで覆わない 

本体を覆ラよラに布団や毛巧などをかけたり、濡れたわの（洗濯 
物など）の乾燥に利用しないでください。過熱により、火災や 
故障などの恐れびあります。 


0 

0 
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【運拓中につし、て】 


•異常が生じた場合は、使用を中止ずる 

万一、異常び生じた場合は、直ちに電源を切り（二運転中止)、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常な状態で使い続けると、事故や故障につなびります。必ず、おまめの販売店または弊社サービスセンター 
(1 已ページ参照）までご連絡ください。 





<0 


〇 


【お手入れにつし、て】 


• 本体のお手入れは電源プラグをコンセントか! 5 巧き 、 

をえてから行ラ 

ヤケド•感電-ケガの原因になります。 







シ 




〇 
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A 注意 

博源につし、て】 


•ブレーカーが落ちる場合には、電力を社に連絡ずる 

ヒーターを運転中に プレーカー（分電盤内の回路遮断器）び落ちる場合 には、お近くの電力尝社にご相談ください。 
詳しくは、巨ページ「知っておいていただきたいこと」を参照してください。 


み 


展 


:を。 


【電源プラクン電源コードにつし1て】 


♦電源プラグを抜くときは、電源コードを持た 
ず、瓜ず 電源プラグを持って 巧< 

電源コードを無理に引っ張ると、破損ずる恐れびあります。 


〇 • 


運お中は、電源コードを 本体に細れさせない 

熱で電源コードび傷み、感電やショートの原因になりまず。 


0 




【設置場所について】 



〇 


〇 


〇 
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• 使用時は必ずキャスターを開 < 

必ず本体底部のキャスター（車輪4個）を水平に開き、しっかり 
と立ててから使巧して<ださい。（表紙参照） 


A ま意 

【使用中/使用樹こつし、て】 

〇 


• かさなお子様が近くにいるときは、必ず付き添う 

運転中および 運転していないとをを 、お子様びヒーターのそば 
にいるとさは大人の方び付を添ってください。特にヒーター底部 
やキヤスターなどに触れさせないよラにご注意ください。 


〇 


♦本体がお倒-落下したとさには、使用せず、 
点検を依頼ずる 

感電•火災•ケガの恐れびありまず。万一、本体び転倒•落下してしまつ 
た場合は、直ちに電源を切り（二運転中止)、おホめの販売店また 
は醉社サービスセンター （16 ページ参照）までご連絡ください。 


• ヒーターの移動は、 必ず本化び;令えてか5 巧ラ 

本体を持ち上げず、取っ手を持ちゆっくりと引いてください。 

床面び傷付<場合びありますので、必ずキャスター（車輪4個） 
を床面につけて、移動してください。階段や段差での移動は、手 
ぶくろなどをし、本体底部を持って行ってください。 


〇 


〇 






長期間使用しない場合は、必ず雷原プラグを抜く 

誤って、電源び入る恐れびあります。収納•保管する際はデロンギ- 
エコカバーでホコ U を防いでください。 （12 ページ参照） 


€ 



【運拓中につし、て】 


♦本体や操作部に水やジュースをこぼさない 

本体や操作部（電力切曽えスイッチ、タイマー、サーモスタット） 
に、水やジュース（液体）などをこぼさないでください。万一、 
こぼしてしまった場创ま、ショートや 
感電などの恐れびありまずので、 

直ちに電源を切り、運乾を中止 
します。その後、おボめの 
販売店または興社サービス 
センター （16 ページ参照） 

までご連絡 < ださい。 




•運粒中および停止直後は、ラジェター/ 
フィン（放熱ホ反）に舰れない 

表面温度は、最高で約80〜日〇でになりますので触れないで 
ください。ヤケドをする恐れびあります。 





【お手入れにつし、て】 


♦描巧に水に浸したり、フ大洗いをしない 




♦洗剤やクレンザー、シンナー、金たわしなど 
は使わない 


0 
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巧つておいていただをたいこと 


^本製品の定格電流は 、 ISA (アンぺ 

_ ア）です。 ご家庭内で使用中の他の電 

ち黃流レ気器具應数 } の定格電流との 合計値 び、 
ソ契約電力 （電気料金の請ボ書「基本契 
_ . 約欄」に OOA と記載） を超えていない 


かどうか 確認してください。なお、定 
格電流の算出方法は、な下の通りです。 

消費電力 （ W ) 

定格電流 （ A ) =- 

100 ( V :電圧） 



ブレーカー（分電盤内にある回路遮断 
器）は、その回路で電気を使い過ぎた 
時や何らかの原因で瞬時に大電流び流 
れた場合に自動的に電気を断ち、回路 
を守ります。 契約電力が不足している 


場合や、足りていても、その回路の容 
量を超えて複数の電気器具を使用すれ 
ば、ブレーカーび働き（二落ち）ます。 

※契約電力び不足している場合には、 
電力会社に増量を依頼してください。 


電気げ旧おに 
ごいて 


1時間当りの電気代（目安）は、暖房 
する部屋の諸条件（断熱および密閉性 
能など）により異なってさますび、お 
およそち記の通りです。 （] kW/h = 
22円として算出した場合） 


電源を入れてか 5 

30 分〜 1 時間 
(電カレベル: MAX (強）） 

部屋が適温に達した後 

サーモスタットで調節 

(ヒーター稼働率:日 0% の場合） 

約 33 円/時間 

約 20 円/時間 


《ごほ用になる前に 


電源プラグをご確認ください 




本製品の電源プラグ(安まプラグ)のお長は ••• 

本製品の電源プラグには壁面コンセントのを朽化やガタツキによるプラグ部の発 
熱-発义事故を未然に防ぐために復帰型温度過昇防止装置び内蔵されています。 

この装置は、電源プラグスイッチ周辺び異常過熱（約目□ごじ(上）したとさに作 
動し、本製品の電源を切ります。 

ご購入時に、電源プラグスイッチび作動している場合びあります。これは輸送時 
のコンテナ内の温度によつて復帰型温度過昇防止装置び作動した結果です（故障 
ではありません)。 

最初にご使用になる際に、ヒーターの電力切替えスイッチ左側を押してをパイ 
□ットランプび点灯せず、ヒーターを暖かくならなし^場合は、電源プラグスイッチ 
をプラグ内に指先または n \ でカチッと音びするまでしつかりと巧し込んでか 
ら、本製品をお使いください。 

※毎シーズン、 ご使用になる前には電源プラグをご確認ください。（電源プラグ 
スイッチをプラグ内に指先または m でカチッと音びするまでしっかりと巧し込んで 
<ださい。） 


A 運転中に電源プラグスイッチび作動した場合は、一時使用を止め、弊社 
^ サービスセンター (1 己ぺージ参照）にご連絡ください。 


電源プラグスイッチ 




^ - 

為 




己 


































各部のち瑜とはた 6 を 


r 








: -〈暖房®しくみ>- 

!ヒーター内部に密封した難燃性オイル （★) を下部にある棒状の電気ヒーターで温めます。温められたオイルはバネル内を循 
;環し、 X 字型フィン用な熱板）で効率良く放熱、菌射熱と自然対流で室内を暖めます。 ★オイルの補充•交換は不要でず。 


ヴーモスタット< 

(ッマミ） 

室温 （= 適温）の設定に使 
用します。設定をはヒーター 
の運転を自動制御し、適温 
を一定に保ちます。ツマ S 
をちに回す（目盛の数字び 
大さくなる）ほど温度び高 
<な0ます。 

電力切替えスイッチ参^ 

電源スイッチをまねたス 
イッチで、2つのスイッ 
チを使って、電カレベルを 

巨 00 vv ( il ). 白 00 w (中）- 

1 己 00 W 猫） の3段階に 
切り替えることびでさます。 

入►どち日かのスイッチ 
左側を巧し込む 
切 ►スイッチち側を両方 
とち押し込む 


■•取っ手 

ヒーターを移動する際はここに指をかけ、 
持ち上げずにゆっくりと弓 I いてください。 


ラジエター水平断面図 


♦ラジェター/ 
フィン 


電源< 



パイ□ットランプ參 

(スイッチ内） 

電力切替えスイッチを巧し 
て電源を入れると点なしま 
す。点灯時は電源び入って 
いる （ ON ) 状態を表わしま 
す。サーモスタットや電子 
タイマーの設定により消点 
巧を繰り返します。 

24時間電子タイマー ♦ 

吕4時間プ□グラム式で、暖 
房の開始の N ) と停止 ( OFF ) 

を自動的に行な5電子タイ 
マーです。 

※電源プラグをコンセントに差し込むと、 

わずかに時計音びしまず。 

運転セレクトピン参 

3運転モード （一時停止•タイマー運転•手動運お） から選択/ 

設定します。 （タイマーの使いちについては9ベージ参照） 

ヒーターを移動ずる際のごミち意 

床材の質'種類によっては、巧面び傷付く場合びあ D ますので、ゆっく D と動かしてください。 
また、階段や段差での移動は、手ぶくろなどをし、ヒーターび十分ちえてか5本体底部を持って 
行ってください。 

付属品：デ□ンギ•エコカバー 


♦電源コード 

♦キヤスタ— （がりたたみ式） 

巧りたたみ式なので、必ず開いて 
ください。 （表紙参照） 

♦電源プラグ （安をプラグ） 

復帰型温度過昇防止装置内蔵。 

(プラグの収納については11ベージ 
参照） 

♦コード•ホルダー 

ヒーターを使わない時/移動する時な 
どに、電源コードを卷いておさます。 





















































































































































操作手順 （ I ) 手動運拓 


暖房の開始/停止を手動 （= 電力切替えスイッチの入/切）で巧なう方法です。 



電源プラグをコンセントに差し込む 

電源プラグを 壁面コンセント に 直接 差し込みます。 根元まで しつ 
かりと入れてください。また、 電源コードは、 コード•ホルダー 
から解き、 伸ばしたげ態 でご使用<ださい。 

&延長コードは絶対に使用しないでください。 



電子タイマーのピンスイッチを全て ON にする 

暖房の 開始/停止を電力切替えスイッチの入/切で行なラ=手 
動運転では、 電子タイマーの運転セレクト ピンを 中央の©位置 
(= タイマー運転） にして、 全てのピン スイッチ （9 日個=24 
時間分） をタイマーの中む (内側二 ON の位置） に向けて押し 
みます。 


他の方法：運睹セレクトピンを「手動運乾」にずる 

運転セレクトピンを 下の I 位置 （= 手動運転) にすると、ピンスイッチに関 

係なく、電力切替えスイッチの入/切に連動します。 

.....' 

►詳しくは、 9 ベージ「運輯セレクトピンの位置とモード」を参照してください。 



ヴーモスタツトを最大にセツトする 

サーモスタツトの ツマミを ちいっぱいに最大目盛まで 回し、出力 
レベルを最大にセツトします。 



900W 


暖房運転を開始ずる谓源を入れる） 

電力切替えスイ ッ チ 左側を押し込みます。電源び入ると パイ □ッ 
トランプび点巧し、暖房運転び始まります。運転当初は、 スイッ 
チを両方とを押し（《) 、電カレベルを強 ( MAX ) にしてください。 

《 MIN I 願：巨 00 W ) + MED II (中： 900 W ) = MAX (強： 1 已〇 0 W ) 


電力切替えスイッチを MAX (1 已 00 W ) ではなく 、 MED (900 W ) または MIN (600 W ) に設定することにより、エネルギー 
の消費を抑えることびでさます。ご使用時の外気温やお部屋の広さ、断熱性能に応じて使い分けてください。 


© 



サーモスタットを設定する 

お望みの温度 （= 適温） になったら、 ヴー モスタットの ツマミをゆっく 
りと左（反時計回り）に回し、パイ□ットランプび消えたところで止め 

ます 。これで適温び設定され、後は自動的に電源の日 N / 日 FF を繰り返 
しなびら適温を保ちます（ーパイ□ットランプち消点打を繰り返す)。 



暖房運転を停止する属源を切る） 

電力切替えスイッチ ち側を両方とち押して 電源を切り(ーパイ 
□ットランプ消巧)、電源プラグをコンセントから抜きます。 

※電源プラグはコード•ホルダーに収納してください （1 1ぺージ参照)。 
® 高温ま意：ラジェターは、停止後ち しばらくは熱い ので、軸れないで 
<ださい。 





























































































































































手動運転(モード） 

暖房の開始/停止を電力切替えス 
イッチの入/切で巧な5 =手動運 
転にします。ピンスイッチに関係 
なく、電力切替えスイッチの入/ 
切に連動します。 


—時停止(モード） 

タイマーおよび手動運転中に、一 
時的に運転を停止します。長期 
に停止する場合は、電力切替えス 
イッチで電源を切ります。 


※電モタイマーの時計機能は、セレクトピンの位置に関係なく進行します。 

►巧頁「電子タイマー（運輯セレクトピン）①上手な使いち J をご参照ください。 


© 
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タイマー運転（モード） 

暖房の開始/停止を電子タイマー 
で行な5 =タイマー運転にしま 
す。ここでピンスイッチを全て 
ON に設定した場合、手動運転に 
でさます。 


運転セレクトピンの位置とモード 


位置 運転モード 


Hi 房の開始/停止時刻のセット例] 

<例 > 現巧の時刻（夕方6時）か!5朝8時まで と、 
昼12時か5午後3時まで の2回暖房をする 

①電源プラグを壁面コンセントに差し込みます。 

⑨タイマーの運転セレクトピンを、中央の の （タイマー 
運転）の位置にします。（ち図表参照） 

③ タイマーのダイヤルをち（時計回り）に回し、現在 
の時刻（夕ち日時）=時刻目盛の「18」をセット 
ポイントに合わせます。 

④ 時刻目盛「旧〜8」「12〜呀 
にあたるピンスイッチを内側 
( ON 位置）に、それな外の全 
てのピンスイッチを外側 (OFF 
位置）に設定します。 

⑥電力切替えスイッチ左側を押し込み、電源を入れま 
す。③で合わせた時刻（現在時刻）び④で設定した 
暖房 （ ON ) 時間内にあるので、すぐに暖房運転び 
始まります。 

後は、じ(上の設定（状態）を変更しない限り、毎曰同 

じヴイク J レで暖房び行なわれます。 





電子タイマー （ 3モード)のしくみと使い方 




W 


ON/OFF 型電モタイマー 

暖房の開始 (ON) および停止 
(OFF) の時刻を、1已分刻みで 
設定でをまず。 


24時巧プ□グラム式 

一度設定すれば、毎日同じ時 
刻に一定の時間だけ暖房する 
ことびでをます。 


運面七レクトピン付 

運転セレクトピンによ0、タイ 
マー運転—手動運転の切り 
替えび容易にでをます。 


乂電子タイマー：各部のちが;とはた5を> 



OFF (暖房停止)状態 

ピンスイッチを 
外侧こ弓 I き上げる 


ダイヤル（ピンスイッチ、時刻目風 

吕 4 時間の時刻目盛 （1 目盛 =1 已分） 
が記されています。なお、ダイヤルは 
ち（時計回り）にしか回りません ので、 
ごを意ください。 

※図のタイマーは、「現巧の時刻は夜の9 
時に！瞄、朝巨時か6夜の11時に3 
時）まで連続暖房ずる」場合を示してい 
まず。 



♦セツトポイント 

▲印に、現在時刻を合わせます。 

♦ ピンスイツチ 性9巨個= 24時間分） 

内側に巧し込んだ状態で ON (暖房す 
る)、外側に引さ上げた状態び OFF (暖 
房停止)。 ピン1個=1已分。 


運睹セレクトピン ♦— 

(下記を参照して < ださい） 


ピンスイッチ 
を 中む（巧彻 I ) 
に向けて巧し 
込む 

ON (暖房する)状態 


ごを意： ピンスイッチを誤ってバネルち向に巧 
すと、タイマーび脱落する場合びあります。 
















































操作手順。 I ) タイマ-運拓 


暖房の開始 ( ON ) /停止 ( OFF ) を電子タイマー（左ページ参照）で巧なラ方法です。 



電源プラグをコンセントに差し込む 

電源プラグを 壁面コンセント に 直接 差し込みます。 根元まで しつ 
かりと入れてください。また、電源コードは、コード•ホルダー 
から解き、 伸ばした状態 でご使用<ださい。 

&延長コードは絶対に使用しないでください。 


© 



運転セレクトピンを 
「タイマー運転」にずる 

タイマーの運転セレクトピン 
を 中央の©位置 (= タイマー 
運転）にします。 



現在時刻を含わせる 

タイマーのダイヤルを ち（時 
計回り）に回し 、現在の時刻卜 
ダイヤルの時刻目盛）をセット 
ポイント（▲印）に合わせます。 



ピンスイッチで暖房時間の設定をする 

暖房する時刻/時間帯のピンスイッチはタイマーの 
内側に押し込み （= ON 状態)、それながのピンスイッ 
チは外側に引き上げます （= OFF 状態)。 


© 



►止るまで、ち（時計回 
り）に回して<ださい。 


ヴーモスタツトを最大にセツトする 

サーモスタツトのツマミを ちいっぱいに最大目盛まで 回し、出力 
レベルを最大にセツトします。 



★電源を入れておかないと、設定した時刻になって 
も暖房が始まりません。 


電源を入れる* (暖房運輯をする） 

電力切曾えスイツチ左側を押し込みます。電源び入るとノくイ□ツ 
トランプび点打し、暖房運転び始まります。運転当初は、 スイツ 
チを両方とも押し（:※) 、電カレベルを強 ( MAX ) にしてください。 
《 MIN I (弱： 600 W ) + MED II (中： 900 W ) = MAX (強：1已〇 0 W ) 


外出中はドアの開閉頻度び減るため、電力切誓えスイッチを MAX (] 已日日 W ) にする必要はありません 。 MED (900 W ) または 
MIN (日日日 W ) に設定することにより、エネルギーの消費を抑えることびでをまず。お部屋の諸条件に応じて使い分けてください。 


e 



ヴーモスタツトを設定する 

お望みの温度 （= 適温） になったら、 ヴー モスタツトの ツマ三をゆっく 
りと左（反時計回り）に回し、パイ□ツトランプび消えたところで止め 

ます 。これで適温び設定され、後は自動的に電源の日 N / 日 FF を繰り返 
しなびら適温を保ちます（ーパイ□ットランプち消点打を繰り返す)。 


後は、 1U 上の設定（状態）を変更しない限り、毎日同じサイクルで暖房運転が巧なわれます。 

し ※ただし、ぉ手入 n り吕ぺ-ジ参照)などで電源プラグをコンセントか5抜ぃた場合は、再び現在齡"の關び必要でず。 _ 

，一 . 電子タイマー(運転セレクトピン）①上手な使い方 . 

I 平曰や週末の生活パターンに応じて、運転セレクトピンで「タイマー運転」と「手動運転」の切り替えをすると便利です。 

[ «■生ミきパターンび同じ平日=タイマー運面(©位置）、平曰とは異なる生まパターンの週末=手動運転（ I 位置） 

I 運転セレクトピンを©位置（タイマー運転）に戻すと、先に設定したサイクルで暖房運転を再開します。 
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節電が策 



售ヴーモスタット 

(出カレベル調節） 


電力切替えスイッチ 
j (電カレベル調節） 


ヴーモスタットと電力切替スス 
イッチの両方を上手に活用する 
ことで、ムダな暖め過ざを防ざ 
ます。 お部屋び暖まったら、「出 
カレべル」および「電カレベル」 

を下げるようにしてください。 


室内で、特に冷気のダウンドラフト（冷気の侵入）び発生しやすい場 
所= 窓の下 や 夕 i 気に触れている壁際 などに設置してください。ヒーター 
の暖気による"エアカーテン"で、ダウンドラフトの発生を抑えます。 
また、窓に厚手の力ーテンをしたり、ドアの開閉頻度を減らすなどの 
工夫をすることで、より効果的な暖房び得られます。 



電力切替えスイッチを MAX (1500 W ) ではなく 、 MED (900 W ) または MIN (600 W ) に設定することにより、エネルギー 
の消費を抑えることびでさます。ご使用時の外気温やお部屋の広さ、断熱性能に応じて使い分けてください。 


プラグの収納について 


収納する際は、電源コードをコード•ホルダーに巻き、電源プラグを図のように収納します。 



※再び暖房運転を開始する際は、おず電源コードをコード•ホルダーからすべて解いてご使用ください。電源コードをコード'ホルダー 
に巻いた状態でご使用になると、コードび発熱する恐れびあります。 



—夕一の上手な使い方 




W 


ダウンドラフト巧策：効果的な設置場所 



» 

屋外(を気】 
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お手入れ/巧管のしかた 


を 

0 

0 


お手入れや保管をする場合には、必ず事前に電源プラ 
グをコンセントか!5巧き、本体か冷えてか!5行なってください。 

水ミ先いできません。また、洗剤やクレンザー、シンナー 
やベンジン、金たわしなどは、使用しないでください。 

保管する際は、必ず事前にお手入れをし、逆立てたり、 
横倒しにしたり、上に物を置かないでください。 

※箱に収納しない場さは、必ずキヤスターを開いた状態 
で保管してください。 



QTTD CD 


r 


♦本体は乾いた柔らか 
い布で拭いてくださ 
し、巧れびひどい場 
合は、布にお湯を含 
ませ、 固く絞ってか 
ら拭いてください。 


♦ 壁面コンセント（刃 
受）および 電源プラ 
グ（栓刃） に付着して 
いるゴミやホコ U は、 
掃除機などで必ず取 
り除いて < ださい。 






♦本体および壁と床と 
のすさ間に 溜ってい 
るゴミやホコ I 」 は、 
掃除機などで必ず取 
り除いて < ださい。 


•収納/保管する際は、 
付属の デ□ンギ•エコ 
カバー を 使用してホ 
コ U などを防ぎ、乾 
燥した場所に置いて 
ください。 しむ 




これは巧障ではあ0ません 


初期使用時の臭いについて 

最初は、新製品特有の臭いを感 
じることびあります。これは、 
本体の耐熱塗装び熱になじむま 
でのことで、機能や安全性に問 
題はありません。数曰ご使用い 
ただきますと、臭いは;欠第にお 
さまります。 


パチッパチッと音びする 

電源を入れると、しばらく、ヒー 
ター内部で天ぷらを揚げる様な 
音びする場合びあります。これ 
は、外気との温度差によって結 
露び生じ、熱くなったオイルに 
落ちたとさのちのです。異常で 
はありません。 


パネル巧の青白い巧 

周囲び暗いと、サーモスタット 
や電子タイマーのある操作パネ 
ル内部に青白い光び見えること 
びあります。これはヴーモスタッ 
卜や電子タイマーび、自動的に 
電源を ON / OFF する際のも 
ので、故障ではありません。 
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使用中に異常が生じた場合は、直ちに電力切替えスイッチち側を両方とも巧して電源を切り （= 運転を中止し）、 
下の点をお調べください。なお、修理のご依頼は1己ぺージ「アフターサービス」を参照してください。 


症状（状態） 

予想される原因 

対処のしかた 

電力切替えスイッチ左側を 
f 甲してもパイ□ットランプ 
は,ななせず、 ヒー ターを暖 
か<な5ない 

電源プラグび、コンセント 
に差し込まれていない 

電源プラグ（栓刃）を、根元までしっかりとコンセント 
に差し込みます。 

サーモスタットの出カレべ 
ルび低い 

サーモスタットのツマミを、パイ□ットランプび点なする 
までち（時計回り）に回します。お望みの温度（適温：体 
感温度）になった5、ツ7ミをゆっくりと左（反時計回り） 

に回し、パイ□ットランプび消えたところで止めます。 

ヴーモスタットのツマミの目盛を今より大きい数字に合わせます。 

その時刻に、タイマーの 
ピンスイッチび外側 （= 
OFF の位置）にある 

タイマーのセットポイント（▲印）にあるピンスイッチ 
を内側 （= ON の位置）に押し込みます。 

タイマーの運転セレクトピン 
び。（一時停止)の位置にある 

タイマーの運転セレクトピンを、 の （タイマー運転） 
または I (手動運転）の位置にします。 

電源プラグの復帰型温度過 
昇防止装置び作動している 

運転中に電源プラグスイッチび作動した場合は、一時 
使用を止め、弊社サービスセンター （1 己ページ参照） 
にご連絡ください。（詳しくは已ページ参照） 

電力切替えスイッチ左側を巧ず 
と、パイ□ットランプは点なし 
ないびヒーターは暖か<なる 

パイ□ットランプび故障し 
ている可能性あり 

お求めの販売店または弊社サービスセンター （1 已ページ 
参照）にご連絡ください。 

長時間使用してち、一度ち 
パイ□ットランプび消えな 
い 

サーモスタットび故障して 
いる可能性あり 

サーモスタットのツマミを、パイ□ットランプび消えるま 
でち（反時計回り）に回してみます。止るまで回してもパ 
イ□ットランプび消えない場合は、お求めの販売店または 
弊社サービスセンター (1 已ぺージ参照）にご連絡ください。 

使用中、電源プラグ/電源 
コードが異甫に熱くなる 
(目安:強 ( MAX ) 運転時で約40で） 

延長コードを使ったり、 
タコ足配線をしている 

延長コードやタコ足配線を止め、電源プラグを定格]已 A 
じ(上の壁面コンセントに直接差し込みます。 

電源プラグ（栓刃）を、根 
元までコンセントに差し込 
んでいない 

電源プラグ（栓刃）を、根元までしっかりと差し込みます。 
不完全な接続は、感電や発熱の恐れびあります。 

差込み □ (刃受）び2つ 
あるコンセントで、両方の 
差込み□を使用している 

差込み □ (刃受）び2つある壁面コンセントを使用する 
際は、必ず、片方の差込み□を空けておさます。 

コンセントびガタついたり、 
差込み □ (刃受）びゆるい 

お近くの電気店に、コンセントの修理を依頼してください。 
コンセントびを朽化している場合びあります。 

電源プラグ/電源コードび傷 
付いたり、変形'破損している 

お求めの販売店または弊社サービスセンター （1 已ページ 
参照）に、修理•交換を依頼してください。 

電源コードの上に物を置い 
たり、無理に巧げている 

電気の流れる道び半断状態になると、ショートや発义の 
恐れびあるので、絶対に止めてください。 

電源コードをコード'ホル 
ダーから解いていない。束 
ねた状態で使用している 

余ったコードち、必ず伸ばした状態で使用してください。 
束ねると、熱の逃げ場を失って高温になり、発义の恐れ 
びあります。 

電源プラグやコンセントに、 
ゴミやホコ U び付着している 

定期的に、付着しているゴミやホコ U を取り除いてくだ 
さい。 

ヒー ターは暖まるのに、夕 
イマーび動かない 

タイマーび故障した可能性 
ぁ0 

お求めの販売店または弊社サービスセンター （1 巨ページ 
参照）にご連絡ください。 




症状（状態) 


タイマーび正しく動作しな 
い=タイマーの外輪（ピン 
スイッチや時刻目盛のちる 
部分）が回おせず、時計音 
ちない 


タイマーび途中で止っている 


タイマーに設定した暖房の 
開始 ( ON ) 時刻になっても、 
暖房び始ま5ない 


タイマーに設定した暖房の 
開始/停止時刻と、実際の 
時刻に誤差びある 


予想される原因 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでいない 


電源プラグの復帰型温度過 
昇防止装置び作動している 


電源プラグをコンセントか 
ら抜いた。または、タイマ 
一び故障の可能性あり 


電源プラグの復帰型温度過 
昇防止装置び作動している 

電力切替えスイッチの電源 
び入つていない 

ピンスイッチび外側 （= 
OFF の位置）にある 

サーモスタツトの出カレべ 
ルび低い 


実際の時刻び、0分/旧分/ 
30分/ 4已分じ(がのとさに、 
現在時刻を合わせた 


サーモスタツトの出カレべ 
ルび低い 


_ 対処のしかた _ 

電源プラグをコンセントか b 抜くと、タイマーび止ります。 
電源プラグを一度抜いた後にタイマーを使用する （= タイ 
マー運転をする）場合は、再度、現在時刻をセットポイン 
卜（▲印）に合わせてください。 

運転中に電源プラグスイッチび作動した場合は、一時 
使用を止め、弊社サービスセンター （1 已ページ参照） 
にご連絡ください。（詳しくは日ページ参照） 

タイマーび正常であれば、電源プラグをコンセントか b 
抜いた時点で止り、コンセントに差し込むと作動します。 
しっかりと電源プラグを差し込み、30分経ってちタイ 
マーびひと目盛りち動かない場合は故障です。 

運転中に電源プラグスイッチび作動した場合は、一時 
使用を止め、弊社サービスセンター （16 ページ参照） 
にご連絡ください。詳しくは6 ぺージ 参照）_ 

電力切替えスイッチ左側を押し、電源を入れてください。 

暖房したい時間分のピンスイッチ （1 個=1已分）を、内 
側 （= ON の位置）に押し込んでください。 

サーモスタットの出カレベルび部屋の温度より低い場合 
は、自動的に暖房運転び止ります。出カレベルを上げるに 
は、 ツマ S をち（時計回り）に回してください 。 

タイマーの動作およびピンスイッチや時刻目盛は]已分 
刻みなので、実際の時刻び〇時/〇時]已分/〇時30 
分/〇時4已分のときに、現在時刻をセットポイントに 
合わせてください。本タイマーの時間誤差は、]ヶ月で 
+約30秒です。 

サーモスタツトの ツマミをち（時計回り） に止るまで回し、 
出カレベルを最大にしてください。 


部屋び暖ま5ない 

※暖房ずる部屋の諸ま件（断熱 
材や位置など）によって異な 
0まず 


電力切替えスイツチを]つ 
しか押していない 


ヒーターを、ドア（出入口） 
付近に置いて使用している 


電力切替えスイッチを両方とち押して MAX にし、電カレ 
ベルを最大にしてください。 

ヒーターの暖気び逃げてしまうので、ドア（出入口）から 
離した場所に置いて使用してください。また、窓近くで発 
生するダウンドラフト（冷気の侵入）を防ぐには、窓下付 
近に置いて使用するのび効ま的です。 


ヒーターの ラジェ ター 内部 
にあるオイルび、まだ暖ま 
つていなし、 


オイルび暖まるのに約30分〜]時間かかるため、事前に 
電源を入れておいてください。部屋を暖めたい]時間前に 
暖房運転び始まるよラタイマーを設定しておくと便利です。 


オイルは難燃性であり発火に至ることはなく、また皮膚 
に独れてち人体に重大な危険を生じさせるちのではあり 
ませんび、万ーオイルび漏出した場合は;欠のとおりにお 
取扱いください。 


内部のオイルび漏れ出して 
いる 


偶発的な不具合 


電力切替えスイツチち側を両方押して電源を切り、電源 
プラグをコンセントから抜き、漏れ出したオイルをタオ 
ルなどでおさ取ってください。必要に応じて窓を開ける 
などして換気を行ってください。また、オイルび皮膚に 
付着した場合はめるま湯と石験で洗ミ争してください。そ 
の後、弊社サービスセンター （16 ページ参照）にご連 
絡 < ださい。 
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デ□ンギ • エコカバーの ほい方 


1〉ホコリよけの カバー として： シ ーズン オフには、収納/保管用 カバーとして ご 
利用 < ださい。 


2〉ご不用時/回収 





(再資源化）ご依頼時の個包材として： ご不用になったオイ 

ルヒーターを廃棄するとさは、各自治体の規則に従って 
ください。デ□ンギヒーターに使用しているオイルには、 
環境に有害な有機塩素化合物-重金属は含まれておりま 
せんび、自治体によっては、ご不用になったオイルヒーター 
の回収を行っていない場合びあります。 


その際は、下記の要領に従い、 階社サービスセンター(次頁参照） までお送り 
ください。素材ごとに分別し、再資源化いたします。 



※デ□ンギ•エコカバーは、無票 
白の綿100%で出来ていまず。 


※おさり先については、事前にお電話、あるいはホームページ（次頁参照）にてご確認ください。 


送料について ►再資源化の費用は弊社び負担いたしますび、 送料はお客様のご負担（元払い）となりま 
すので、予めご了承ください。 

個包について ► ご不用になったデ□ンギヒーターは、付属のデ□ンギ•エコカバーに包んでお送りくだ 

さい。 なお、 デ□ンギ•エコカバーな夕 i のちのでホ田包/返送される場合は、再資源化の 
費用び有料になることびあります 。また、修理や点検と区別するため、外箱または送り 

状に、 必ず r 再資源化」と明記してください。 


この製品は欧州 RoHS 指をに適合した製品です。 

欧州 RoHS 指をとは、 r 電気•電子機器の特定ち害物質の使巧制限」を規定した欧州連合 （ EU ) による指をでず。 

この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価ク□ム化合物、カド S ウム及びその 
化合物、ポ U ブ□モビフエニル （ PBB )、 ポ U ブ□モジフエニルエーテル （ PBDE ) の含有率び、 
いずれち含有率基準値 LU 下であり、環境に配慮して製造されました。 



RoHS 


真ぶ、点巧について 



長年ご使用のヒーターは、点検をお薦めします。 

保証期間 （3 年）び過ざて、少しでち気になる点びございましたら、 
安全のために専門技術者による点検（お預かり）をお薦めします。 
点検の依頼および料金等につきましては、弊社サービスセンター 
(次頁参照）までお問い合わせください。 
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1〉 使用中に 異萬 （★) び生じた場合 は、直ちに電力切替えスイッチで電源を切り （= 運転中止)、電源プラ 
グをコンセントから抜いてください。その後、 13〜14ページ「故障かな？ I で調べても正萬に機能し 
ない場合 は、おホめの販売店または弊社サービスセンター(下記参照）にご相談ください。 

,-〈★拟下のような場合には、点検および修理び必要でず>-, 

I •使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセ •電源コード、電源プラグげ変形/破損している； 

!ントが異常に熱くなる - 本做こ、強い 衝撃 （転倒-落下）を与えた ： 

! •操作パネルや放熱板に、水やジュース（液体）•取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に I 

: などをこぼした 機能しない ： 

' _一| 

2〉 万一故障した場合は、保証書に記載されている販売店に① お求めの時期 ③ 製品名称と型式番号 ③ 故障の 

状況一を連絡のラえ、修理を依頼してください。 

※宅配便等を利用して弊社サービスセンター(下記参照）に直送される場合は、必ず 故障の状況を 
記したメモを同封 くださるようお願いします。 

※お送り先については、事前にお電話、あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。 

3〉 保証期間中 （3 年）は、保証書に記載されているものについては無償で修理いたします。ただし、使用 
上のま意を無視しての故障や規格外に改造したちのなどは、その限りではありません。また、保証期間 
を過ざたちのについては、有償で修理いたします。 

4〉 補修用性能部品の保有期間について 

弊社では、このオイルヒーターの 補修用性能部品について、最終輸入曰を起点に日年間保有しており 
ます 。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

LU 上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または製社サービス 
センター（下記参照）までお問い合わせください。 












仕様 


製 

品 

名 

称 

デ□ンギヒーター X 字型フィン24時間電子タイマー贷モード）付 

型 

式 

番 


D 091 已 49 EFS 

適 

用 

宜 

数 

4〜1日畳 

定格 

電圧/周波数 

交流100 V /已 0/60 HZ 

消 

費電 

力 

600 • 900 • 1已〇 0 W 

がお寸法 （ 《 ） /質量 

長さ49.0 X 幅24.已 X 高さ64.0巳 m /16.0 k 旨 

夕 

ィ 

マ 

— 

24時間 ON / OFF 型電子タイマー (3 モード） 

安 

全 

装 

置 

転倒時自動電源遮断装置-復帰型安全ヒューズ • 

復帰型温度過昇防止装置（電源プラグ内） 

付 


属 

品 

デ□ンギ.エコカバー 


※外形寸法の各数値は、キャスターを開いた状態のをのです。 
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〈お客様メモ > _ 

購入年月日： 年ち 曰 

購入販売店名： 

住所： 


Tel : 
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DHI - 90124 



/ む!//■日口 Living Innovation 


(^ S ) デ□ンギ•ジャパン巧式を社 

干]日 1-0 日44東京都千代田区鍛;台町 1- 日-目第3大東ビル 
www . delonghi . co . jp イタ U アのライフスタイル情報満載！尝員登録でプレゼントのチャンスも！ 
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